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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2007-58418(P2007-58418A)
【公開日】平成19年3月8日(2007.3.8)
【年通号数】公開・登録公報2007-009
【出願番号】特願2005-241185(P2005-241185)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ  17/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｌ
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｆ
   Ｂ４１Ｊ  29/00    　　　Ｅ
   Ｇ０９Ｆ   3/00    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月22日(2008.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
非接触で情報書き込み可能なＲＦＩＤタグを内蔵した複数のラベルが所定間隔で仮付けさ
れた記録媒体を搬送する搬送手段と、
前記搬送手段により搬送中の前記ラベル表面に画像を記録する記録手段と、
前記ＲＦＩＤタグへ情報を書き込む情報書き込み手段を具えた記録装置において、
前記ＲＦＩＤタグとの通信開始可能な位置を検索する通信開始位置検索手段をさらに具え
、
前記通信開始位置検索手段による検索は、予め設定された通信可能範囲に先立って開始さ
れることを特徴とする記録装置。
【請求項２】
前記通信開始位置検索手段は前記ＲＦＩＤタグからのデータ読み出し結果により、通信可
能と判別することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
前記通信開始位置検索手段は前記ＲＦＩＤタグへの書き込み禁止情報の読み出し結果によ
り、通信可能と判別することを特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
前記通信開始位置検索手段による検索開始位置を設定する検索開始位置設定手段をさらに
有することを特徴とする請求項１～３に記載の記録装置。
【請求項５】
前記検索開始位置設定手段は、前記通信開始位置検索手段により判別された前記通信開始
位置の履歴に基づき前記検索開始位置を設定することを特徴とする請求項４に記載の記録
装置。
【請求項６】
前記通信開始位置検索手段によって所定区間、通信可能と判別出来ない場合、エラー情報
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を出力するエラー出力手段を有することを特徴とする請求項１～５に記載の記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　即ち本発明の記録装置は、
　　非接触で情報書き込み可能なＲＦＩＤタグを内蔵した複数のラベルが所定間隔で仮付
けされた記録媒体を搬送する搬送手段と、
前記搬送手段により搬送中の前記ラベル表面に画像を記録する記録手段と、
同じく搬送中の前記ＲＦＩＤタグへ情報を書き込む情報書き込み手段を具えた記録装置に
おいて、
前記ＲＦＩＤタグとの通信開始可能な位置を検索する通信開始位置検索手段をさらに具え
、
前記通信開始位置検索手段による検索は、予め設定された通信可能範囲に先立って開始さ
れることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　　又、本発明の記録装置の前記通信開始位置検索手段は前記ＲＦＩＤタグからのデータ
読み出し結果により、通信可能と判別することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　　又、本発明の記録装置の前記通信開始位置検索手段は前記ＲＦＩＤタグへの書き込み
禁止情報の読み出し結果により、通信可能と判別することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　　又、本発明の記録装置は
　　前記通信開始位置検索手段による検索開始位置を設定する検索開始位置設定手段をさ
らに有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　　又、本発明の記録装置の前記検索開始位置設定手段は、前記通信開始位置検索手段に
より判別された前記通信開始位置の履歴に基づき前記検索開始位置を設定することを特徴
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とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　　又、本発明の記録装置は
　　前記通信開始位置検索手段によって所定区間、通信可能と判別出来ない場合、エラー
情報を出力するエラー出力手段を有することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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